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手
賀
沼
の
水
質
は
、
環
境
庁
の
発
表
で
、
昭
和
妃
年
か
ら
率
年
間
も
ワ
ー
ス
ト
ー
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
手
賀
沼
と
そ
の
周
辺
は
、
首
都
圏
釦
緬
圏
内
に
あ
る
貴
重
な
自
然
空
間
と
し
て

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今
年
の
４
月
、
手
賀
沼
に
関
わ
る
施
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
組
織
と
し
て
、
環
境
保
全
課
を
改
組
し
「
手
賀
沼
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
か
つ

て
人
々
が
泳
ぎ
、
野
鳥
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
っ
た
手
賀
沼
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
の
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

手
賀
沼
の
保
全
と
活
用
華
蝿
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

水
質
浄
化
の
取
り
組
み

昨
年
策
定
し
た
「
手
賀
沼
を
誇
ま
す
。
手
賀
沼
の
水
蜜
浄
化
の
た
め
、

れ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
推
進
①
エ
コ
ト
ｉ
ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
千
葉
県
と
流
域
の
６
市
２
町
１
村

も
手
賀
沼
課
が
担
当
し
ま
す
。
卜
。
：
ア
シ
の
湿
地
や
親
水
空
間
の
（
松
戸
市
、
柏
市
、
流
山
市
、
我
孫

こ
の
計
画
は
、
手
賀
沼
の
水
質
整
術
②
谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
プ
子
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
印
西
市
、
沼

を
昭
和
和
年
代
前
半
の
水
準
に
再
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
市
民
管
理
に
よ
る
南
町
、
白
井
町
、
本
埜
村
）
が
協

生
し
、
雁
の
飛
来
を
復
活
き
せ
る
里
山
づ
く
り
や
自
然
観
察
③
農
力
し
て
、
手
賀
沼
流
域
下
水
道
の

こ
と
を
最
終
目
標
に
、
次
の
シ
ン
業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
エ
整
術
を
進
め
て
い
ま
す
。Ｉ

』
ゆ
，
α
せ
つ

ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
い
ク
ト
：
．
市
民
が
農
業
・
自
然
を
体
ざ
ら
に
、
ヘ
ド
ロ
の
淡
深
の
拡
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ま
す
。

①
エ
コ
ト
ｉ
ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
：
ア
シ
の
湿
地
や
親
水
空
間
の

整
術
②
谷
津
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
市
民
管
理
に
よ
る

里
山
づ
く
り
や
自
然
観
察
③
農

業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
．
：
市
民
が
農
業
・
自
然
を
体

験
で
き
る
施
殻
の
整
備
④
環
境

共
生
都
市
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

．
：
市
街
地
の
自
然
回
復
の
た
め
、

雨
水
の
浸
透
シ
ス
テ
ム
や
緑
化
の

推
進
⑤
手
賀
沼
市
民
委
員
会
と

手
賀
沼
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
・
・
流

域
市
町
ざ
ら
に
は
首
都
圏
の
住
民

に
基
金
を
募
り
、
手
賀
沼
の
復
活

の
た
め
の
市
民
活
動
を
支
援
⑥

手
賀
沼
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
．
市
民
や
事
業
者
の
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
や
環
境
改
善
へ
の
市
民
参

加
を
支
援

こ
の
よ
う
な
施
策
を
一
歩
一
歩

ウ

0

ざ
ら
に
、
ヘ
ド
ロ
の
淡
深
の
拡

大
や
流
入
す
る
各
河
川
で
の
浄
化

施
設
の
整
術
、
植
生
浄
化
施
設
な

ど
、
よ
り
一
層
の
浄
化
事
業
の
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
根
戸
幹
線
排
水
路
に
、

浄
化
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
建
設
省
が
進
め
て
い
る

北
千
葉
導
水
事
業
で
は
、
利
根
川

か
ら
手
預
沼
の
水
質
浄
化
の
た
め

に
、
毎
秒
最
大
、
立
方
燭
の
水
が

注
入
さ
れ
、
水
の
滞
留
時
間
の
短

縮
に
よ
る
汚
濁
の
軽
減
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

平
成
皿
年
に
は
、
試
験
通
水
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

’
職員が一丸となって

手賀沼課長村越克己

手賀沼課が設置きれたこ

とで、手賀沼浄化に対する

市民の期待を強く感じます。

また、沼の名称を課名に
するのは県内では初めてで、

全国的にも珍しいと新聞や
テレビで紹介されたことか

ら、県内外からも浄化に関

する情報や激励の声が多く
寄せられています。

このような期待と情報を
受け、職員一丸となって手

賀沼浄化に取り組んでいき
ます。

手
賀
沼
の
復
活
を
目
指
し
て
、

平
成
、
年
度
に
は
、
次
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

◎
自
然
植
生
に
よ
る
浄
化
施
設

千
葉
県
が
主
体
に
な
り
、
岡
発

戸
新
田
地
区
の
約
１
．
９
鯵
の
空

間
に
、
ア
シ
や
ヨ
シ
な
ど
水
辺
の

植
物
の
自
然
浄
化
作
用
を
利
用
し

た
浄
化
施
設
を
整
術
し
ま
す
。

現
在
は
、
市
民
団
体
の
代
表
や

学
識
経
験
者
に
よ
る
「
自
然
を
生

か
し
て
手
蜜
沼
の
水
を
き
れ
い
に

す
る
検
討
委
員
会
」
で
施
設
内
容

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
旧
年
度
の
事
業

整
術
後
も
、
市
民
団
体
の
手
で

植
生
な
ど
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
「
手
斑
沼
を
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
三
コ

ト
ー
ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
で
あ
り
、
市
も
全
面
的
に
協

力
し
ま
す
。

◎
農
業
体
験
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

手
賀
沼
沿
い
の
癌
野
山
地
区
は

水
田
な
ど
蛍
垂
な
原
風
景
が
残
き

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
体
験
水
田
や
市
民
農

園
、
腱
産
物
の
直
売
所
、
手
賀
沼

特
産
の
腱
水
産
物
の
料
理
教
室
な

ど
を
整
備
し
、
農
業
を
体
験
し
な

が
ら
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
空
間
の
整
術
構
想

を
作
り
ま
す
。

､

ゴジﾗがポｲ捨て禁止をPR
雲

今
年
の
１
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ぎ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
」
で
は
、

毎
年
５
月
を
「
ざ
わ
や
か
環
境
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
訓
日
に
は
、
ゴ
ミ
の
無

い
快
適
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
自
治
会
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
ざ
ん
も
癒
っ
て
ご
参
加
く
だ
き
い
。

我
孫
子
駅
南
口
で
は
、
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
作
成
し
た
元
エ
き
缶
ゴ

ジ
ー
ヱ
が
、
「
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
ぎ
わ
や
か

な
環
境
づ
く
り
岬
些
を
受
愛
し
た
方
々
へ
の
表
彰
は
、
５
月
四
日
に
行
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◎
斜
面
材
の
保
全

手
賀
沼
沿
い
の
斜
面
林
は
そ
の

多
く
が
市
街
化
区
域
に
あ
る
た
め

宅
地
開
発
な
ど
で
次
々
と
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
斜
面
林
は
手
賀
沼
の

景
観
を
形
づ
く
る
骨
格
で
す
。

斜
面
林
の
所
有
者
の
意
向
や
専

門
家
の
意
見
を
聞
い
て
、
既
存
の

保
存
方
法
を
見
直
し
ま
す
。

所
有
者
に
対
す
る
助
成
の
あ
り

方
な
ど
、
保
全
・
管
理
の
新
た
な

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

鐘
濁
浩
纏
彦

診

市
長
〉
１

手
斑
沼
は
、
か
つ
て
そ
の
沼

底
に
湧
き
出
す
水
が
見
え
る
ほ

ど
き
れ
い
で
し
た
。
し
か
し
、

都
市
化
に
よ
っ
て
生
活
排
水
の

流
入
が
増
え
、
樹
林
や
腱
地
が

減
少
し
、
河
川
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
さ
れ
、
自
然
の
浄
化
力
も

低
下
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
水

の
汚
れ
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
を

座

手
法
を
確
立
し
ま
す
。

◎
環
境
基
本
計
画

平
成
、
．
ｎ
年
度
の
２
年
間
で

蝋
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
長
期

目
標
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
、
身
近
な
生
物

な
ど
の
状
況
を
洲
ぺ
る
自
然
環
境

調
査
を
行
い
、
我
孫
子
独
自
の
自

然
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
努
力
す

べ
き
課
題
の
整
理
を
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課

続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
手
賀

沼
は
、
地
球
環
境
問
題
の
一
つ

の
象
徴
と
言
え
ま
す
。

市
は
今
年
、
「
手
賀
沼
謎
を

設
置
し
ま
し
た
。
身
近
な
手
賀

沼
の
浄
化
を
と
お
し
て
、
環
境

に
つ
い
て
考
え
、
地
球
に
や
さ

し
い
暮
ら
し
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

砿

偽
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烏 共存す人 と が ま ちる
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手
賀
沼

凶年

係名

手賀沼担当

環境保全係

公害対策係

手賀沼施策の総合的な推進

|鱸部門との調整旗ど

公共水域の水質保全､職

保全計画の策定など

公害の調査､公害防止､公

害に関する相談など

旦当業務
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今

我
孫
子
市
景
観
賞
は
昨
年
度
に

創
設
さ
れ
、
鏑
１
回
は
手
賀
沼
公

園
ポ
プ
ラ
並
木
、
上
新
木
字
吾
妻

の
屋
数
ま
わ
り
の
満
垣
が
景
観
賞

に
、
布
佐
平
和
台
住
宅
地
区
が
景

観
奨
励
徴
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
、
第
２
回
の
景
観
賞
を
募

集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
風
景
を
ひ

き
た
た
せ
て
い
る
建
物
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
景
観
を
よ
く
し

見
つ
け
よ
う
我
孫
子
ら
し
い
景
観

｜
我
孫
子
市
景
観
賞
募
集

た
り
、
我
孫
子
ら
し
い
景
観
を
守

り
育
て
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
１
、
市
内
に
あ
る
建
築

物
等
（
工
作
物
、
広
告
物
を
含
む
）

で
①
周
囲
の
景
観
に
調
和
し
た
デ

ザ
イ
ン
、
色
彩
等
②
空
間
を
有
効

に
利
用
し
、
ゆ
と
り
を
与
え
て
い

る
③
景
観
向
上
の
た
め
、
先
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
④
植
栽
等

を
有
効
に
利
用
し
、
周
辺
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
る
⑤
自
然
環
境

へ
の
配
慮
や
歴
史
文
化
的
環
境
と

の
調
和
を
図
っ
て
い
る
も
の

２
、
市
内
に
あ
る
緑
地
や
水
辺
等

▲景観賞に贈られる
ブロンズ象

で
①
景
観
上
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、

憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
②
景
観

形
成
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
③
自

然
景
観
へ
の
配
噛
や
歴
史
文
化
的

景
観
の
保
存
を
図
っ
て
い
る
も
の

３
、
市
内
に
お
い
て
活
動
を
行
っ

て
い
る
個
人
、
団
体
で
①
そ
の
活

動
が
景
観
形
成
に
役
立
っ
て
い
る

②
一
定
区
域
で
長
年
に
わ
た
り
ル

ー
ル
を
作
り
景
観
形
成
を
図
っ
て

い
る
③
工
事
現
場
の
仮
囲
い
な
ど

で
周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
て
い
る

マ
表
彰
景
観
賞
・
景
観
奨
励
賞

の
選
考
結
果
は
皿
月
に
発
表
予
定

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
都

市
計
画
課
、
各
支
所
、
行
政
連
絡

所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
７
月
訓
日
（
金
・
消

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１

１
９
２
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所

都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
貧
芭

１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ

今
年
も
〃
い
い
風
景
み
つ
け
よ

う
〃
を
合
い
言
葉
に
、
風
景
写
真

集】■作晶募
1

言風景写真ｺﾝﾃｽﾄ j1，駈蜘壼語衿一ゆ壼再 一一~一

小。中学生も奮って応募をI

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
な

も
の
を
表
彰
し
ま
す
の
で
、
写
哀

に
興
味
の
あ
る
方
、
小
・
中
学
生

も
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
き
い
。

マ
テ
ー
マ
我
孫
子
の
景
観
…
①

緑
豊
か
な
風
景
②
歴
史
文
化
を

感
じ
る
風
景
③
水
と
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
風
景
④
暮
ら
し
や
営
み

の
あ
る
風
景

▼
作
品
規
格
カ
ラ
ー
４
シ
切
り

判
（
ワ
イ
ド
判
も
可
）

▽
応
募
期
限
８
月
訓
日
（
月
）

▽
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
（
市

外
在
住
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
）

▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
１
人
５
点
ま
で
②

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
③
作
品
に
応
募
票
・
蔀
市
計
画

課
に
用
意
）
を
添
付
す
る
こ
と
④

作
品
の
第
一
使
用
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒
２

７
０
１
１
１
９
２
我
孫
子
市
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
都
市
計
画
課

景
観
推
進
係
愛
芭
１
１
１
１
内

線
５
７
７

平
成
、
年
度
第
１
回
目
の
「
ま

ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
湖
北

地
区
で
行
い
ま
す
。

緑
が
美
し
い
湖
北
地
区
で
、
昔

な
が
ら
の
趣
の
あ
る
〃
の
ど
か
な

風
景
″
を
楽
し
み
な
が
ら
、
我
孫

子
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

な
お
現
在
、
市
民
の
皆
ざ
ん
が

参
加
し
て
い
る
「
景
観
カ
ル
テ
づ

く
り
」
の
講
習
会
も
、
あ
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

ま
ち
な
み
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
参
加
募
集

湖
北
地
区
で
開
催
し
ま
す

◎
ウ
イ
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
生
き
方
を
求
め

て
」女

性
差
別
撤
廃
条
約
、
母
性
神

話
、
ジ
エ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
な
生
き

方
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
の
人
権
確

立
に
向
け
て
、
個
性
を
大
切
に
し

た
生
き
方
、
考
え
方
を
探
り
ま
す
。

▼
日
程
６
月
喝
日
か
ら
７
月
ｕ

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
（
全
６
且

◎
総
合
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
国
際
社

会
と
女
性
」

欧
州
通
貨
統
合
の
歴
史
的
意
味

や
北
京
会
議
以
降
の
世
界
の
女
性

た
ち
の
動
き
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
程
６
月
６
日
（
土
）
、
率
日

（
日
）

囹
場
所
県
女
性
セ
ン
タ
ー

囮
対
象
。
定
員
県
内
在
住
・
在

勤
の
方
、
各
講
座
先
着
釦
人

囹
参
加
費
無
料

園
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
型
日
（
日
）
ま
で
に
県
女

性
セ
ン
タ
ー
壷
（
浬
８
６
０
２
へ

亨
曰
時
・
場
所
５
月
釦
日
（
土
）

午
前
９
時
、
分
湖
北
駅
北
口
集
合
、

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
正
午
解

散
予
定
（
小
雨
決
行
）

▼
コ
ー
ス
中
里
通
り
、
星
野
家

長
屋
門
、
中
野
治
房
旧
居
、
一
里

塚
、
中
峠
不
動
難
、
芝
原
城
跡
、

古
利
根
沼
ほ
か

▼
定
員
知
名
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
遍

（
塗
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ

性セ、

|’ 地域防災の担い手

消防団新役員・
分団長の紹介

〆

｜
’

一‐‐

第
璽
回

一
一

松
戸
二
中

ハ
ス
停

『
１
１
１
ゴ

参加募集

控
弟
創
〃

愉
舎
恩
お

森
田
幸
男
都
２
の
１

（
的
）
２
８
２
４

第
加
〃

加
納
邦
彦
布
佐
２
４
０
６

（
四
）
０
０
１
０

第
四
〃

荒
木
洋
新
々
田
諏
の
１

（
”
）
２
９
５
８

壁
鏥
弼
〃

丹
羽
節
男
新
木
野
２
の
１
の
９
（
認
）
３
５
６
２

第
Ⅳ
〃

秋
元
昭
久
新
木
２
０
３
６

（
記
）
１
２
０
４

第
胴
〃

嶋
光
一

新
木
野
４
の
粟
の
⑩
（
師
）
４
６
０
４

第
喧
〃

今
井
哲
也

日
秀
２
６
２
の
２

（
認
）
２
５
５
０

第
叫
〃

尾
井
川
健
一

古
戸
６
３
７

（
鯛
）
１
４
２
１

第
旧
〃

中
野
博
夫
中
里
７
５
８

（
認
）
０
１
３
６

第
、
〃

秋
本
正
則

中
峠
３
０
０
９
の
９

（
配
）
８
２
４
４

第
11

〃

米
田
友
義
中
峠
４
７
８

（
配
）
４
９
５
６

第
、
〃

飯
田
寿
昭
布
施
２
６
９
１

（
狸
）
７
８
９
０

第
９
〃

森

柊

久
寺
家
３
６
９

（
錘
）
２
０
１
５

第
８
〃

荒
井

蝿

'一と

根
戸
１
２
３
８
の
禿

（
浬
）
５
０
４
５

第
７
〃

荒
井
克
泰
青
山
８
５
２
の
２

（
群
）
０
９
３
８

第
６
〃

渡
辺
敬
一

天
王
台
２
の
６
の
３
の
１
０
１

（
餌
）
２
７
８
４

第
５
〃

倉
持
政
弘
下
ヶ
戸
２
８
２
の
１

（
漣
）
１
７
９
５

第
４
〃

渡
辺

た
Ⅲ
と

岳
人

日
の
出
１
５
２
１
の
、

（
銅
）
６
１
６
５

第
３
〃

大
井
隆
柴
崎
１
０
６

（
狸
）
４
８
８
７

第
２
〃

平
久
保
久
仁
夫

栄
肥
の
８

（
唾
）
４
０
３
３

第
１
分
団
長

鈴
木
誠
我
孫
子
１
２
１
の
巴

（
露
）
２
０
７
８

Ｒ
ｕ
″

大
沢
法
男
布
佐
２
７
４
１

（
”
）
２
１
４
３

第
５
〃

小
池

左
が
お

長
男

日
秀
２
５
１

（
鮨
）
１
２
７
３

鱗
４
〃

吉
田
喜
一
郎

中
峠
１
５
０
８
の
１

（
配
）
０
８
６
２

第
３
〃

飯
田
栄
布
施
２
３
８
９

（
浬
）
１
４
７
１

第
２
〃

越
川
浩
一

泉
圃
の
４

（
餌
）
２
１
２
６

第
１
方
面
隊
長

大
星
久
雄
栄
也
の
３

（
四
）
３
５
２
１

〃

飯
尾
利
雄
布
佐
２
０
１
４

（
的
）
２
８
３
９

〃

｜
田
進
一

｛
口
山
１
の
巧
の
咽

（
唾
）
０
２
０
８

副
団
長

み
ち
切
り

土
佐
倫
徳
中
里
沼

（
鯛
）
９
２
８
０

団
長
飯
田
和
行
緑
１
の
４
の
９

（
狸
）
０
６
２
４

職
名

氏
名

住
所

電
話

'－1苧
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市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
見
学

《
蚕
筵
開
催
し
ま
す
。

バ
ス
で
市
内
の
公
共
施
設
や
福

祉
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
手
賀
沼

を
船
上
か
ら
視
察
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

市
内
新
発
見
の
一
日

施
設
見
学
会
参
加
者
を
募
集

▼
見
学
場
所
我
孫
子
駅
北
口
自
向
い
０

田
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト

國
男
を

催

一
継
熱
撫
織
瀞
初
開

詮』

な
お
、
当
日
は
福
嶋
市
長
と
の

懇
談
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
６
月
３
日
（
水
）
午
前
９

時
如
分
我
孫
子
駅
北
口
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
集
合
（
時
間
厳
守
）
か

ら
午
後
４
時
如
分
ま
で

鳥
の
博
物
館
、
手
賀
沼
な
ど

▼
対
象
・
定
員
市
内
在
住
の
方
、

お
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
各
自

で
持
参
し
て
く
だ
き
い
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
３
名
ま
で
）
に

市
民
図
書
館
で
は
、
保
存
期
限

が
経
過
し
た
雑
誌
約
２
５
０
０
冊

を
、
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
雑

誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
探
し

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
聖
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合

第
哩
回
柳
田
國
男
ゆ
か
り
サ
ミ

ッ
ト
が
我
孫
子
市
・
利
根
町
共
催

で
、
５
月
空
・
空
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
ざ
れ
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
本
民
俗
学
の

父
〃
柳
田
國
男
〃
に
ゆ
か
り
の
深

い
全
国
９
市
区
町
村
（
岩
手
県
遠

野
市
・
長
野
県
飯
田
市
・
兵
庫
県

福
崎
町
・
茨
城
県
利
根
町
・
我
孫

ひ
ら
ら

子
市
・
沖
縄
県
平
良
市
・
愛
知
県

雑
誌
２
５
０
０
冊
を
放
出

ふ
り
ガ
な

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
「
施
設
見
学
会
参

加
希
望
」
を
明
記
し
、
５
月
空
日

（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８

５
８
広
報
広
聴
課
広
聴
係
雲
芭
１

１
１
１
内
線
３
１
１
へ

市
民
図
瞥
館
で
は
、
図
替
資
料

の
持
ち
運
び
に
便
利
な
「
図
書
館

『
図
聿
三
龍
バ
ッ
グ
』
が

新
し
く
噂
り
ま
し
た

/5、″
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
リ
サ
イ
ク
ル
〃

月
塑
日
（
金
）
午
後
１
時
妬
分
・
利
根
町
図
書

バ
ッ
グ
」
を
、
５
月
零
日
（
土
）
か
ら

有
料
で
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
価
格
１
個
２
０
０
円

▼
配
布
場
所
図
書
館
本
館
・
各

分
館
（
移
動
図
替
館
は
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
本

館
雲
鼬
）
１
１
１
０

は
、
訓
日
に
順
延
）

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広

場
（
手
賀
沼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
場
内
）

▼
配
布
冊
数
１
人
５
冊
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
本

館
冥
群
）
１
１
１
０

渥
美
町
・
宮
崎
県
椎
葉
村
・
東
京

都
世
田
谷
区
）
が
、
「
柳
田
学
」
の

糒
神
を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
ゆ
か
り

の
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
行
わ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
行
事

の
一
部
が
、
次
の
と
お
り
一
般
公

開
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
５
月
聖
日
（
金
）
午
後
１

時
受
け
付
け
、
１
時
輻
分
か
ら
４

』

、霊ノ

時
知
分
ま
で

▼
場
所
利
根
町
図
沓
館

▽
内
容
①
開
会
式
典
②
講
減

会
「
國
男
少
年
を
取
り
巻
い
た

人
々
」
講
師
・
・
宮
本
和
也
（
利

根
町
史
編
さ
ん
委
員
長
）
③
人

形
劇
公
減
露
殺
し
・
域
癖
”
壷

▽
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課
冥
芭

１
１
１
１
内
唾
線
２
２
５

第9回手工芸特別講習会参加者募集
し日時6月3日(水)・4日(木）少場所市民会館

両日とも午前の部（午前9時30分し受講料無料（材料費は別途）

から午後0時30分)、午後の部（午し申し込み電話またはハガキで

後1時30分から4時30分）5月26日(火)までに各講師へ

我
孫
子
市
子
ど
も
会
育
成
会
連

絡
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
会
会
員

の
交
流
と
子
ど
も
会
活
動
を
手
助

け
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
た
め
の
、
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
程
。
内
容
下
表
参
照

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時 めざせ"識びのリーダー”

子ども会5．6年生
研修会参加者募集

▼
対
象
・
定
員
子
ど
も
会
会
員
、

子
ど
も
会
を
作
ろ
う
と
す
る
市
内

小
学
校
５
．
６
年
生
、
先
着
即
人

▼
参
加
費
３
０
０
０
円
（
キ
ャ

ン
プ
費
用
を
含
む
）

ウ
持
参
蕊
記
用
具
、
上
履
き
、

弁
当
、
水
筒

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

▼子ども会5．6年生研修会日程。内容

※日程・場所は変更になる場合があります。

今
年
も
戦
没
者
遺
族
を
対
象
に

慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

▽
実
施
予
定
地
域
。
期
日
＊
旧

ソ
連
（
６
月
か
ら
ｍ
月
）
＊
硫

黄
島
（
６
月
・
平
成
皿
年
２
月
）

＊
中
国
〈
９
月
）
＊
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
（
、
月
）
＊
北
ボ
ル

ネ
オ
（
皿
月
）
＊
パ
ラ
オ
諸
島

（
平
成
ｎ
年
１
月
）
＊
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
平
成
ｎ
年
２
月
）

▼
対
象
戦
没
者
の
進
族
で
、
健

康
状
態
の
良
好
な
万
歳
以
下
の
方

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

県
社
会
部
厚
生
課
壷
０
４
３
（
２

２
３
）
２
３
４
６
へ

葹 戦
跡
慰
霊

巡
拝
を
実

施
し
ま
す

凸

一 ＝

介護保険事業計画

策定委員を募集します

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

十
分
反
映
さ
せ
る
た
め
、
保
健

医
療
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
、

市
民
の
代
表
等
で
術
成
き
れ
る

「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
策

定
委
員
会
に
市
民
の
代
表
と
し

て
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
方
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
。
定
員
市
内
在

住
の
方
で
、
①
犯
歳
か
ら
酔
歳

ま
で
の
方
…
１
人
②
応
歳
以

上
の
方
…
１
人

市
で
は
、
平
成
哩
年
４
月
か
▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
「
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
」

度
の
実
施
に
先
立
ち
、
市
民
の
の
意
見
・
提
言
等
を
４
０
０
字

介
琴
１
ビ
ス
に
琴
る
鑿
蕾
原
雷
潜
鍵
度
に
ま

と
こ
れ
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
供
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

給
逓
を
把
握
し
、
介
護
基
雛
整
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
、

術
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫

た
め
の
、
介
護
保
険
事
業
計
画
子
１
８
５
８
高
齢
者
福
祉
課
へ

を
篭
疋
し
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
持
参
實
芭
１
１

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
１
１
内
線
５
８
６

鳥
の
博
物
館
無
料
開
放

鳥
の
博
物
館
は
、
平
成
２
年
現
在
同
館
で
は
、
第
奉
回
企

５
月
聖
日
「
人
と
鳥
の
共
存
を
画
展
「
鳥
の
形
と
く
ら
し
Ⅲ
ｌ

め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
つ
ば
さ
と
飛
行
」
を
７
月
麺
日

内
唯
一
の
鳥
類
専
門
の
博
物
館
ま
で
開
催
中
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
会
に
ご
魔
く
だ
き
い
。

５
月
型
日
（
金
雇
、
開
館
を
▽
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

記
念
し
て
鉦
料
開
放
し
ま
す
。
冥
芭
２
２
１
２

電話をかければ一人じゃない

青少年の悩み事は

すぐご相談を
合
う

少年センター

て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
専
門

の
相
談
機
関
の
紹
介
や
、
相
談

者
の
意
向
に
沿
っ
て
関
係
機
関

と
の
調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

と
く
め
い

匿
名
に
よ
る
電
話
相
談
や
面

接
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
き
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
毎
週
月
曜
か
ら

金
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
調
分
（
祝
日
を
除
く
）

▽
場
所
教
育
委
員
会
少
年
セ

ン
タ
ー
（
水
道
局
４
瞳

▼
相
談
方
法
電
話
、
ま
た
は

直
接
ご
相
談
く
だ
き
い
。
（
た
だ

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
し
、
面
接
に
よ
る
相
談
は
事
前

年
や
保
護
者
か
ら
の
教
育
、
交
に
予
約
が
必
要
）

友
関
係
、
家
庭
生
活
な
ど
に
つ
マ
連
絡
先
。
問
い
合
わ
せ
少

い
て
の
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
年
セ
ン
タ
ー
雲
型
１
９
０
０

日程

６
月
３
日
（
水
）

６
月
４
日
（
木
）

午
前
の
部

午
後
の
部
一

日

午
前
の
部

午
後
の
部

部門・作品

騰工芸
"つるの花寵'，

ｱートフラワー
‘‘すみれの壁飾り”

七宝焼
"金箔七宝のミニ額”

ステンドグラス

"ウインドウ肺I)”

鎌倉彫
’‘給仕盆(18cm)”

七宝焼
"純銀”

パンフラワー
"ティッシュカバー”

編 物
饗ｽﾃｯﾁﾆﾄのﾏﾌﾗー ”

染 色
"しぼり紫めのTシャツ｡

手編(希望品）
‘‘ﾏﾌﾗー ､ーｱーﾑバンド”

リ
ノ
判

皮革工芸
"ケース”

パッチワークキルト
側ホワイトキルトのー ﾁ‘

ミンアート
‘ズキのリース”

持参するもの

花はさみ、ものさし、
錐記用具、エプロン

ピンセット、ものさし、

鮭鮴銀轆用）
ティッシュペーパー、

水入れ、広告紙

エプロン、軍手、はさ
み、小錐

彫刻刀、タオル

エプロン

おてふき(2)、はさみ、ティ
ッシュの箱、のし棒、もの
さし、ラップ、新Ⅲl紙(3)

無朧餅割罐
み

エプロン、新聞紙(4)、
小lⅢ1枚

かぎ針5号

古い歯ブラシ、木工用
ボンド、はさみ、もの
さし、おしぼり

薄手のビニール手袋、
はさみ、白メリヤス布
3枚(20cm×20cm）

布用はさみ、しつけ糸、
まち針、ぬい針、鉛錐
(Bまたは2B)、定規

材料費

1,200円

1,500円

2,500円

1,500円

1,500円
(塗代別途）

2,000円

1,800円

1,600円

1,800円

1,200円

1,500円

2,500円

1,500円

定員

15名

15名

15名

10名

10名

10名

20名

15名

20名

20名

10名

10名

10名

講師名

椎名洋子

中村多喜子

荻野紀子

正木美夜子

平尾登志子

川添睦子

阿部乃里子

鈴木迪子

棚二l治子

山田澄子

大野日出子

近】

小枝ひろ子

恵美

住所・電話

中里215
冠(88)1565

１
１

湖
恋

上台6-7-23
88)2605(夜間）

新木野3-2-10
a(88)0968(輔･郁1）

つくし野1-15-8
冠(84)4376

栄15-12
恋(82)6988

湖北台2-18-3
冠(88)9391

緑1-11-9
公(82)8556

繩協，
天王台3-29-15
冠(84)1726

１
１
４

－
０

８
５
３
ｊ

ｌ
２

松
侶

若
恋

布佐平和台2-14-5
恋(89)1072(夜間）

岡発戸1222
恋(82)1778(夜間）

雛荊嘉繍フ

日程

5月24日(日）

6月21日(日）

7月11日(土）
から12日(日）

11月7日(土）

お楽しみ（日時は未定）

場所

房総風土記の丘

湖北台近隣センター

市民ふれあい
キャンプ場

市内史跡･施設見学

研修内容

トレジャーハンター

プログラムを作ろう

禦螺で楽しい
市内見学&評価と反省

リーダーとの交流会
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慮り立20周年言己念

市民フイル第18回定期演奏会 いきいきボﾗﾝﾃｨｱ教室

し曰時6月14日(日)午後1時30ボランティア活動を始めたい方

分開場、午後2時開演のための入門講座です。お気軽に

し場所市民会館ご参加ください。

し曲目シベリウス…バイオリンし日時・場所5月29日から7月

忘れずに納めましょう

項目

軽自動車税

国民年金(払込期限）

水道料金

納期限
(口座振替日）

6/1(月）

29(金）

27(水）

協奏曲､プﾗー ﾑｽ･･交響曲第’’7日までの毎週金曜日､午後'時書月の休館圓
番ほか30分から3時30分、市民会館i市民図磐餓l1R(剛粥(日，のりと 市 民図書館 18(月)､25(月）

圏 圀囹回
第4回弓三雲沼

フリ ーマ ーケット

県ス芯ミレク奈車雲地区中央祭

第2回ウオークinて力奄いま

修曰時5月23日(土)午前9時か

ら9時30分まで各集合場所で受け

伝曰時5月24日(日)午前10時か付け、午後2時30分解散予定（小

ら午後3時（雨天の場合は31日に雨決行）

延期）惨コースいずれもJR常磐線①

伝場所手賀沼公園多目的広場北柏駅南口前②我孫子駅南口前③

し指揮林紀人シ内容講義…ボランティアって

しソリスト三浦章広（パイオリ何、実技…障害者への接し方（視

ンNHK交響楽団）覚・聴覚・車椅子)、施設でのボ

し入場料1000円（全自由席）ランティア体験など

し入場券発売所平賀書店、荒井し定員先着20人

書店、ブツクス・スズキ、レコー伝申し込み・問い合わせ電話ま

ドあつぶる、学友堂布佐店、市民たは直接ボランティアセンター公

園 回 国 目
＝_一－－

第15回あヤわめまつり

青空市出店壱

声のボランティア講座生

ケツト実行委員会盃(88)9014手賀の丘公園キャンプ場までら午後4時（雨天の場合は6月21年3月までの毎月第2・第4水曜

※車での来場はご遠慮ください（各行程は①16km，②14h､、③15日に延期）日、午後1時30分から3時30分

ザ。まつ、

新本フリーマーケット

し場所新木近隣センターなたでも（小学生以下は保護者が個につき1000円説明会を行います

惨ア トラクションNEC吹奏楽同伴のこと）し申し込み。問い合わせ申込書し場所寿市民センター

し問い合わせ教育委員会体育課壷(82)3131へ直接持参 '’

壷(85)1151
第9回さつき花季展示会 山の会会員

’

中ﾘ&･iM北地区公民伽 18(月)､25(月）

鳥 の博物館 18(月)､25(月）

市民プラザ 21(木）

市 民 会 館 18(月)､25(月）

”雌･蹴繩ｾﾝﾀｰ 18(月)､25(月)､26(火）

市 民体育館 25(月）

我孫子高等技1桁零Fヨ種

造園科言111練生

腰訓練期間平成10年7月から6

か月（授業料無料）

し募集期間5月29日(金)まで

※申し込み方法など詳しくは我

孫子高等技術専門校査(84)6411へ

2等陸°海｡空士自衛官

惨資格18歳以上27歳未満の男子

，初任給16万1900円から

※申し込み方法など、詳しくは自

衛隊柏募集案内所盆(63)6884へ

盆栽友の会会員

｜陵日時5月29日(金)から31日 手賀ラ召浄イヒ
市民初心者硬式ﾃﾆｽ教室

し日時毎月第1土曜日午後6時

30分から8時30分（例会）

し場所市民プラザ

し対象市内在住・在勤で山歩き

を始めたい方、山仲間を求めてい

る方

し会費年額6000円

し申し込み・問い合わせ6月1

日(月)までに電話で高山透(82)28

11へ

陽日時毎月第2・第4土曜日、

午後1時から3時

惨場所中央公民館

伊対象・定員盆栽の好きな方、

先着20人（男女は問いません）

腰参加費年会費8000円（前・後

期に分けて納入)、入会金2000円

，申し込み・問い合わせ電話で
しけ

盆栽友の会四家公(82)2439へ

(日)午前9時から午後5時

七宝・手エ芸展＆

チヤリデイーノ､ザー

ラニヤリディーゴノレフ大会

後5時（入場無料）にロータリクラブ事務局壷(83)17時から9時30分まで市民体育館テ

レ場所天王台北近隣センター88へ（電話・ファクス兼用）ニスコートで受け付け（雨天時は

，問い合わせ荻野壷(88)0968

美詞苛家協会づノレーブ’

第1s回鳩美会う由絵I

我孫子の文イヒを守る会

蘂1s回文イヒ言麓ラ寅会

し日時5月20日(水)まで、午前分から

10時から午後6時（ただし、20日'場所市民プラザ（入場無料） 寿ｻﾝデー 卓球ｸﾗブ会員

手三正芸討車目目'9sバンフラヮー展 ん委員）似場所我孫子第一小学校体育館
＝花と器と人形と＝

し問い合わせ三谷盆(83)1077惨対象経験のある方

し日時5月30日(土)から6月1

日(月)、午前10時から午後5時
第31回我孫子墨絵同好会展

県民の日記念コンサート
し問い合わせ小林盆(82)9840 8寺季問題を言舌し合う

少曰時。場所6月14日(日)午後 表王見力lさ生きる力 「8寺の言舌題一I会員

2時開演、千葉県文化会館
＝己表現､言舌力研f究ら周年言己念

陰曲目ウェーバー…歌劇「魔弾，日時5月24日(日)午前11時か午前10時から正午、市民会館

の射手 」序曲ほから正午（参加費無料）し会費無料（会場費として100

ガキ（1枚で2名入場可）に住所、会堀口念(84)0245

氏名、電話番号、返信用にご自分

の宛名を明記し、5月29日（金．

わかばダﾝｽｻー ｸﾙ会員
野村生涯教育教育相談

~－

ｼｮー ﾄｺー ｽを蕊しむ会会員

し内容月1回ショートコースを

プレーする

し対象・定員市内在住で65歳以

上の男性、先着20人

似会費無料(プレー費各自負担）

し申し込み・問い合わせ5月17

日(日)から電話で大河原公(89)23

98へ

ﾘﾄﾙ.カラテ・ｸﾗブ会員

修練習日時毎週日曜日、午前9

時から10時30分

し場所並木小学校体育館

似対象小学生から一般の男女

少会費小中学生…月額2000円

高校生以上…月額2500円

し申し込み・問い合わせ電話で

吉岡公(84)2577へ

｜
’

第11回全国健康福祉祭

れんりんビック'98愛知･名古屋

し曰程・場所10月31B(J=)から

11月3日(祝)、名古屋市ほか

惨参加資格県内在住の60歳以上

の方、ただしソフトバレーボール

については50歳以上

，種目卓球、テニス、ゴルフ、

ソフトテニス、ほか

し申し込み・問い合わせ申込書・

健康調査表（高齢者福祉課に用意）

に必要事項を明記し、5月29日

(金)までに高齢者福祉課容(85)11

11内線310へ持参

l

ll

囹回,目固I
ー

定 例 教 育 委 員 会

，日時・場所5月29日(金)午前

11時、水道局4階会議室

修問い合わせ教育委員会総務課

事業主対象求人者説明会

伝曰時5月28日(木)午後2時

から（1時30分受付開始）

し場所森のホール21（松戸市）

惨対象平成11年3月卒業予定者

を採用予定の事業主

，問い合わせ松戸公共職業安定

所求人企画部門壷047(348)6100内

線30，31，32

|’ 自動聿税（さ

e月1日ま‐で（こ

税してください。

なお納税通知書の未着等の照会

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ冠(85)1313
日11m当番医1週|川の行耶

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ公(87)1141
夜lIIl当番医

ﾃﾚﾎﾝ廿イド 窓(85)500C

ファクスガイド 冠(83)60〔)C

’

’

ー

’


